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偽礫を用いた津波堆積物の年代制約
Constraining depositional age of tsunami deposit using rip-up clast
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津波堆積物の堆積年代を推定することは，海溝型地震の発生間隔の推定や津波堆積物の広域での対比を行う上
で極めて重要である．津波堆積物の堆積年代は，主に放射性炭素年代測定法から推定されている．具体的に
は，津波堆積物の上位と下位から得られた有機物についてそれぞれ放射性炭素年代測定を行い，その間に挟ま
れる年代を津波堆積物の堆積年代と推定している．しかしこの方法では，津波による底面侵食の影響で，津波
堆積物の直下から得られる年代を実際の津波堆積物の堆積年代よりも古く見積もり過ぎる可能性がある．底面
侵食により津波前の表層部から剥ぎ取られた土塊等が津波堆積物中に含まれていた場合，その年代を津波堆積
物のLimiting maximum ageとすることで，津波堆積物の堆積年代をさらに制約できると期待される． 
 従来，津波堆積物中の試料で放射性炭素年代測定を行う際には，貝殻や植物片などの試料が用いられてきた
（例えば，Bondevik et al., 1997; Clark et al., 2011）．しかし，単一の試料から得られる14C年代は暦年
較正の過程で幅広い誤差を持つ較正年代が算出される可能性がある．そこで本研究では，津波堆積物中に含ま
れる偽礫について放射性炭素年代測定を試みた．測定対象として偽礫を用いる利点は，十分な大きさがあれば
偽礫中の連続的な測定が可能な点である． 
 研究地域は岩手県陸前高田市である．本地域では偽礫を豊富に含んだ津波堆積物が確認され，津波により地表
面が激しく侵食されていたことが示唆される．本研究では津波堆積物の上下の泥炭層と津波堆積物中の偽礫に
ついて放射性炭素年代測定を行った．連続的に測定した放射性炭素年代測定結果は，年代較正解析プログラム
OxCal ver.4.2.4（Bronk Ramsey and Lee, 2013）を用いることで，その層序関係から年代測定値に制約を設け
た（Bronk Ramsey, 2008）．その結果，津波堆積物の上下の泥炭層の年代から推定される津波堆積物の堆積年
代はAD 681～1184であった．一方，偽礫中の泥炭試料を連続測定して統計的に解析すると，偽礫中で最も若い
部分の年代がAD 776～887となった．偽礫から得られた年代を津波堆積物のLimiting maximum ageとすると，津
波堆積物の堆積年代はAD 776～1184となり，侵食により失われた約100年分の年代を補うことができた． 
 以上のように津波堆積物に含まれる偽礫の年代から，津波堆積物の堆積年代を制約することが期待できる．ま
た本研究の結果から，従来の手法では津波堆積物直下の年代を実際よりも100年以上古く見積もってしまう場合
があることが示唆された．
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